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【研究の概要と特徴】 

 有機薄膜太陽電池は，軽量化，低価格化，大面積化が期待される次世代の太陽電池

の一つあり，その有用な材料としてポリチオフェンやピセンなどの共役系有機分子が挙

げられる。本研究では従来の合成法とは異なる方法を用いて，高位置規則的なポリチオ

フェンの合成を目的としている。そのため，遷移金属として，安価で反応性の高いチタン

を用いてチタナサイクルを形成し，それらを利用したポリチオフェンの新しい合成法の開

発に向けて検討をおこなった。また，同様に簡便かつ新規な合成法が望まれているピセ

ンの合成法の検討もおこなった。 

 

 

 

      

           図 1. ポリチオフェン        図 2. ピセン 

 

【産業界へのアピールポイント】 

 本研究では，現在の合成法に比較して少ない反応工程で，さらに，安価な原料を用い

ることにより，工業的に有用な方法での合成法を目指している。また，簡便な合成法が確

立されることで，実用化が期待できる。 

 

【想定される用途】 

 ピセンやポリチオフェンは，その有用性から有機薄膜太陽電池の有機電界効果トラン

ジスタや，有機エレクトロルミネッセンスなどの有機電子デバイスに用いることができる。

これらを用いることにより，より柔軟性に富んだ有機薄膜太陽電池を作成することができ

る。 

 

【特許等知的財産】 
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